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はじめに
　2015年2月5日に福岡空港から成田経由で渡米す
るスケジュールで，荷造りを終えようとしていた前
日（2月4日）の午前11時頃，旅行会社から2月5
日が関東に大雪警報が発令される情報が入り，4日
の最終便で成田に向かうこととなる。これまで時間
をかけて準備をしてきたが，このスケジュール変更
から本研究留学が始まった。成田空港近くのホテル
に宿泊し，渡米後の生活セットアップを手伝って頂
く研究留学先のS氏に最終的な連絡を送る。
　出発当日の2月5日は，降雪は観測されたものの
成田発サンディエゴ行の便は予定時刻通り出発でき
た。座席隣のご婦人が積極的に話しかけてくれて，
緊張した私の気持ちをほぐしてくれた。聞くと娘さ
んが現地の方と結婚して，2人目が生まれるのでそ
の手伝いに１か月ほど滞在するとのこと。自分が家
族を連れての留学であることを述べると，「子供に
食べさせる野菜とお肉はオーガニックにしなさい」
と言付けられる。アメリカは遺伝子組み換え作物と
肥育ホルモン剤の使用量が多い場所と知る。約９時
間のフライトを終え，飛行機はサンディエゴに着き，
ご婦人に別れの挨拶をした後，空港出口まで迎えに
きて頂いたS氏と無事に会うことができた。日本は
零下の気温であったが，到着時のサンディエゴは
26℃快晴である（写真１）。雲一つない青空に汗が
噴き出す。
写真１.着陸前の航空機からの写真
　S氏は米国でのセットアップの大変さを御存じで
あり，私のために休みを取って対応して下さった。
すぐに銀行で口座を作り，日本であらかじめ作成し
ておいた提携口座からの引き出しを試みる。無事に
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（米国ドルの）引き出しに成功し，次に家探しに入
る。残念ながら日本のように不動産の仲介業者がい
るわけではない。アパートの管理人室に直接出向き
値段交渉をする。もちろん，日本である程度の絞り
こみは行っていたので，さっそく第一候補から交渉
に挑む。S氏は私の英語を嘲笑しながら，所々でヘ
ルプをしてくれる。大変幸運なことに第一候補の空
きがありすぐに入居先を確保できた。ここで，管理
人から次の指示が出る。電気とガスの契約をダウン
タウンでして欲しいとのこと。そこで，その足でS
氏運転のもとダウンタウンに車を走らせる。電気と
ガスの契約を完了。再びアパートに戻る。2日後に
入居可能とのこと。住居がスムーズに完了したので
続いては足の確保である。レンタカー店に向かい１
週間の契約で車を取得。S氏の激励を受けながら，
幾許かの練習をしてここで独り立ちとなる。気づく
と夕方遅く，本来であれば研究留学先の教授に挨拶
に行く予定であった。当日は断念し次の日の朝に訪
問することにして，当日最初の食事をとる。予約し
ていた宿泊先（シェアハウス）に到着後，送るべき
人にメールを書き，翌日からの計画を立ててその日
は終了。その晩，S氏からサンディエゴ産の地ビー
ルを差し入れで１本頂き，ベッドではなくスーツ
ケースの横で記憶をなくす。
　翌日からもアメリカ生活に対応するための様々な
契約，車の購入および保険の加入，後に合流する子
供達の病院の手配や小学校入学の手続きなど，めま
ぐるしい日が2週間続き苦労したが，今となっては
いい思い出である。
　さて，今回は研究を目的とした留学であるが，Ⅰ．
なぜ留学をしようと考えたのか，留学先をどのよう
にして決めたのか，Ⅱ．留学の準備，Ⅲ．ラホヤと
スクリプス研究所，Ⅳ．薬物中毒ワクチンの開発研
究，Ⅴ．医療保険，Ⅵ．子供達の生活と学校につい
て，Ⅶ．家族旅行，Ⅷ．これから留学を目指す方へ，
という形式で皆さんに本研究留学の全容を紹介した
い。また今回家族同伴で留学を体験したが，現地で
の生活も合わせてご紹介する。
　
Ⅰ.なぜ留学をしようと考えたのか，どのよう
にして留学先を決めたのか
　私は2005年に熊本保健科学大学（本学）に入職し
た。それまでは，大学院生として研究生活を送って
いたが，本学に化学系の助手の応募があるとのこと
で，アカデミックに挑戦したい気持ちがあり，筆記
試験および面接試験を受け採用を頂いた。はじめの
3年間は主に学生実習ための教員として，異分野で
ある臨床検査領域での内容において化学をベースと
して勉強をさせて頂いた。大学教員として，やはり
研究を行うことが重要であることに気づかされ，
2008年に本格的に博士号取得計画を立てることと
なった。2008年に第一報の論文，2010年に第二報，
さらに2011年に第三報が受理され，無事2012年に薬
学博士号を取得することができた。研究に軸を持た
せつつ，本学の業務を全うすることは，並大抵のこ
とではないことも痛感したし，その時家族には本当
に支えてもらった。しかしながら，本学に赴任した
後思っていたのだが，講義をするのにカリキュラム
に沿った内容以外に，学生に何が伝えられているの
か，本当にこれでいいのかという迷いがあった。す
なわち，私が大学時代に教わった教授たちのように，
ある一定の分野でどのように世の中に貢献している
のか，この教授がいなければ今は存在しない概念が
あるかなど，実際インパクトに欠けた講義をしてい
るのではないかと悩んでいた。そこで大学院生をス
タートした時期に思いを巻き戻し，先端の研究にも
う一度触れてみたい，そしてこれからの本学におけ
る自分の役割を考え直したいと思い立った。
　本学の学部長と学科長に相談をしたところ，前向
きな返事を頂いたのでまずは留学先を考えていくこ
とにした。なお，博士号取得時に師事した教授のア
ドバイスに基づき，アメリカ西海岸に地域を絞った。
次にこれまでに引用した学術雑誌のエディターでア
メリカ西海岸に拠点をおく研究者を列挙し，ホーム
ページや論文を読んでいくことにした。またこの時，
過去に日本人の研究者の留学経験があるかどうかも
考慮した。この作業は大変ではなく，いろいろな研
究を知るうえで参考になった。約100人の研究者の
ホームページを3か月ほどで確認し，そこから5名
の研究者に絞り，さらに詳細に研究内容を把握して
いった。そして最終的に選んだのがスクリプス研究
所の Kim Janda 教授の研究室である。学内外の3
名の推薦人と経歴書（CV）をもとに Janda 教授に
メールを送り，2日後に留学を許可する返事を頂い
た（図１．2）。
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図２.履歴書（2014年8月時点）（一部改編）
図１.留学の許可をお願いするメール文（一部改編）
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Ⅱ.留学準備
　スクリプス研究所には日本人留学者が多くこれま
でに留学された先生方の情報をもとに準備を進めた。
Janda 教授から留学を許可する連絡を頂いた後に，
ビザを取得するための準備に入った。私のような立
場で留学する人のほとんどが J-1交流訪問者ビザで
ある。J-1ビザの申請のためには，まず所属予定の
機関が発行する DS-2019という滞在許可証が必要で
ある。DS-2019の申請のためには，身元の基本情報
のほかに，受け入れ研究室からの invitation letter，
経済的なサポートがあるかの証明（年間給与など），
また医療保険の加入（英文証明書が必要）の証明が
必要であった。約１か月後に留学先から DS-2019が
届いたので，その後 J-1ビザの申請を行った。オン
ライン上で DS-160を完了して，必要書類をそろえ
た。今回家族同伴の留学であったため，それぞれに
書類を作る必要があった。必要書類をもとに家族全
員で，在福岡米国領事館で面接を受け，2週間後に
ビザが送られてきた。
　生活のセットアップもなかなか骨の折れる作業で
あった。はじめに，サンディエゴ在住で私の渡米と
同時期に帰国する家族がいないかどうかを，過去に
スクリプス研究所に留学経験がある知人を通して
メーリングリストに投稿して頂いた。幸い12月に帰
国を考えている家族と連絡を取ることができ，家具
一式を譲り受けることが決まったのだが，12月から
2月までにどこに保管するかが問題となった。結局
先方のアパートの倉庫に一時的に収納させておき，
それを我々が取りに行くことで話がついた。次に資
金関係である。現在はインターネットが発達してお
り以前に比べて送金がしやすくなったようだが，そ
れでもアメリカで引き出しができるまでは安心でき
なかった。実際 citibank（現 SMBC 信託銀行）の
口座を日本で作っておき，日本円と米国ドルとを常
に替えられる状況にしておき現地で足りなくなると，
Citibank 同士で日本からアメリカに送金する方法
を用いていた。本手法が良いかどうかは個人個人で
判断して欲しい。家族同伴での留学も準備の忙しさ
に拍車をかけた。まず苦労したのがワクチン接種で
ある（これは家内の範疇ではあるが），接種できる
ものはすべて接種するというスタンスで，さらに3
人の子供であったため隔週で接種のため病院に向
かっている家内の姿を思い出す。医療保険に関して
はアメリカでは日本に比べて膨大なお金を払う必要
があるためここの部分も大変悩んだ。これは後に述
べる。国際免許の取得，日本にある口座関係，生命
保険などすべてにおいて海外仕様にしなければなら
ないことは言うまでもない。なお，先に述べたよう
に日本からアメリカに家具を持っていくわけにはい
かなかったので，私と家内の実家の両方に一時的に
保管してもらった。以下に渡米するまでの準備と渡
米後に行ったことをまとめる（表１）。
Ⅲ.ラホヤとスクリプス研究所
　私が留学したのはサンディエゴ市ラホヤという町
である。La jolla（ラホヤ）は宝石という意味があり，
その名の通り海外のセレブが集う高級住宅街である。
サンディエゴ市の海岸側に言えることであるが，年
間を通して暖かく，夏は30度越えず冬は日中20度以
下になることはほとんどない。過ごしやすさに関し
ては抜群である。さらには，私が滞在したユニバー
シティーシティー（UTC）エリアは特に安全で女
性が夜にランニングできる位であるとは言われてい
るが，車がないと移動手段がないことだけが欠点で
表１.渡米までに行うことならびに渡米後に現地で行うこと
渡米前に行うこと 渡米後に現地で行うこと
パスポートの取得 アメリカでの銀行口座を開く
ビザの取得（J1ビザ） アパート探し
引越（ムービングセールの活用） 公共サービスの申し込み
渡米前に準備するお金関係の整理 車の購入（国際免許で初めは対応）
アメリカでの必要な保険の準備 自動車保険の加入
国際免許証の取得 在留届の提出
渡米直後に必要なお金の準備 ソーシャルセキュリティーナンバー取得
役所，公共機関の手続き アメリカでの運転免許の取得
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あった（2021年にダウンタウンから UTC までトロ
リー電車が開通するためこの欠点も今後なくなるで
あろう）。最近ではロサンゼルスのビバリーヒルズ
を抜く高級都市としても知られている。
　一方でラホヤは研究学園都市でもあり，スクリプ
ス研究所の他にも研究所や大学，有名企業も存在す
る。DNA 配列構造を提唱したフランシス・クリッ
ク教授が在籍したソーク研究所，利根川進博士の留
学先でもあるカルフォルニア大学サンディエゴ校
（UCSD），一方，企業としてはノバルティスや再生
医学で有名なサンフォードバーナムがある。この企
業と研究所とのジョイントセミナーを開催し情報を
共有している。私が在籍していた時も世界各地から
著名な研究者がそれぞれの場所でセミナーを開き，
私も足を運んでは有意義な講演を拝聴させていただ
いた。ノーベル医学生理学賞を受賞された本庶佑先
生のご講演も拝聴することができた。
　私が留学したスクリプス研究所（The Scripps 
Research Institute，略称：TSRI，現在は Scripps 
Research に改名）は，アメリカで生物医療科学の
研究と教育を行っている非営利の医療研究施設であ
る。本部はカリフォルニア州サンディエゴ，それか
らフロリダ州ジュピターにも施設を持つ。本研究所
は世界最大の民間の非営利生物医学研究組織であり，
ノーベル化学賞受賞者のバリー・シャープレス，ク
ルト・ヴュートリッヒを始め，研究や運営に関わる
2,700人のスタッフが所属している（写真2）。研究
を行った学術機関自体が保有する特許ではなく，第
三者が保有する（学術文献を参考にしている，ある
いは引用している）特許を調べることにより，製
品・サービスの開発に及ぼす研究の影響を明らかに
した指標「Nature Index 2017 Innovation」におい
て，スクリプス研究所は第１位にランクされている。
また研究所に併設するケロッグ科学技術大学は，
2016年5月の US ニューズ & ワールド・レポート
での大学院ランキングでは，化学部門は7位（有機
化学6位，生化学2位），生物科学は９位である。
実際在籍する大学院生は優秀で体力もあり研究の
ディスカッションにおいては自分の意見を通すのに
大変苦労したし，その話し合いの中で多くの新しい
アイディアを見出すことができた。一方で PI
（principal investigator），日本でいう研究室のトッ
プ（教授，准教授）はバラエティーに富んでおり，
一年に数か月しか研究室にいない教授や，休みかま
わず１年中研究室にいる教授もいる。また，朝4時
に出勤し夕方には帰宅する教授もいた（12時間以上
の労働ではあるが）。研究費を集めることが PI の仕
事であるのでそのやり方はさまざまであった。なお，
私が師事した Janda 教授は，１か月に30日は研究
室にいる人でありその姿勢には本当に驚かされた。
天才的なひらめきを持つ人で，若干ついていけない
部分もあったが，有言実行で何としてでも形にして
いく（論文に仕上げていく）姿には感銘を受けた。
平日は忙しく話し合う時間は少なかったが，休みに
研究室に出向いて具体的なディスカッションをさせ
ていただいた。また，夜遅くまで残る研究者はアジ
ア系のポスドクばかりであったが，Janda 教授も21
時までは研究室におられたので，ビールを片手に雑
談を交えながらディスカッションを何度か経験させ
ていただいた（私はお酒が入ると英語に対しての苦
手意識がなくなるようであった。ただ，酔っていた
だけかもしれないが）。私が所属した Janda 研究室
では，アシスタントプロフェッサー，ポスドク，大
学院生，リサーチアシスタント，およびラボマネー
ジャーがいたが，アジア系が4割以上を占め（研究
所全体でも同じ割合），もちろん公用語は英語であ
るが，現在のアメリカを象徴するような国籍の割合
であった（写真3）。
写真３.当時の研究室メンバー（右から４人目が筆者）写真２.スクリプス研究所
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Ⅳ.薬物中毒ワクチンの開発
　私が従事した研究は薬物中毒ワクチンの開発であ
る。コカインやヘロインなどの薬物中毒はアメリカ
社会で大きな問題となっている。研究ストラテジー
として生体内でコカインに結合する抗体を産生させ，
最終的に脳に薬物が移行しないようにすることを目
的とする。私の研究は，免疫拒絶反応を起こす糖鎖
をもとにして，より多くかつ持続的に抗体を誘導で
きるような抗体産生システムの開発であった。詳細
は以下の論文を参照されたい１），2）。大まかな流れを
説明すると，自ら糖鎖を化学合成し，低分子だけで
は免疫応答を誘発できないため，それをキャリアタ
ンパク質にコンジュゲートさせ有効なアジュバント
ともに実験モデルマウスに投与する。高い抗体価が
得られたマウスに，2段階目として，糖鎖－コカイ
ン－キャリアタンパク質の3つの複合体を投与する。
そのうえで，コカイン刺激後のマウスの行動を観察
する。本研究においては，有効なキャリアタンパク
を探索すると同時に有効なアジュバントの探索も
行った。いくつかの方向転換が必要であったが，留
学中に抗体を有しないマウスと抗体を誘導させたマ
ウスとの行動実験による有意差を見出すことができ
た（図3）。実用化まではまだ時間がかかるが，こ
の概念が有効であるとの判断から，現在同じ手法で
アンフェタミンへの応用化が試みられている。本研
究では，１）糖鎖の化学合成において酵素法を応用
した手法，2）タンパク―小分子コンジュゲート法，
3）抗体価測定法における技術を習得し，一方で成
功には至らなかったが，4）リポソームを用いたコ
ンジュゲート蛋白の封入法においても学ぶことがで
きた。これらにおいて，今後の研究ならびに学生へ
の指導に活かしていきたいと考えている。
Ⅴ.医療保険
　家族同伴の留学であったため，医療保険に関して
は決定するまで苦慮した。日本に外国でも利用でき
る制度があったが，１家族あたりだとかなり高額な
費用がかかるのが現実であり，スクリプス研究所が
採用している保険制度に加入させていただいた。研
究所には2つの保険ネットワークプランが用意して
あった。HMO（Health Maintenance Organization）
と PPO（Preferred Provider Organization）プランで
ある。このネットワークとは，保険会社と契約して
いる医師や病院，クリニックなどの医療機関のこと
である。保険会社の保険プランが支払う報酬を医療
機関が承諾し，契約している場合は問題ないのだが，
保険プランと医療機関が契約を交わしていない（ネッ
トワーク外）場合は保険が使えない（HMO），自己
負担が増えてしまう（PPO）などの問題がある。我々
は HMO プランを選択した。このプランは緊急時以外，
ネットワーク外での医療機関では保険が適用できな
い。また，ネットワークに加盟する医師の中から主
治医（いわゆるかかりつけ医）を選び，どのような
疾患であってもまずは主治医を先に通さなければな
らず専門医の受診には紹介が必要となる。しかしな
がら，我々が居住する UTC エリアには UCSD があ
りすべての診療科をもつ大学附属の病院・センター・
クリニックがあり，またそこに HMO と契約を結ぶ
施設・医者も多かったため，我々は迷うことなく
HMO プ ラ ン を 選 択 し た。 年 間 約 $3800（ 当 時
￥450,000）を支払い，保険料も抑えることができた。
　なお，実際さまざまなアクシデントに遭遇した。
長女が消火栓にぶつかり眉をカットしてしまう，次
女が転倒し前歯を折ってしまう，さらには家内が妊
娠する（うれしいハプニングではあるが）など医療
保険には本当にお世話になった。
Ⅵ.子供たちの生活と学校
　留学した時点で長男は小学校2年生，長女は4歳
であったため，長男は地元の公立小学校に，長女は
図３.糖鎖（α-gal）エピトープを応用した薬物
　　　中毒ワクチンの概念図（文献２より引用）
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プリスクールに通学させた。渡米後すぐに，小学校
の門が開いている早朝の30分程度の間に事務室に出
向き入学許可の手続きを行った。ここで重要となる
のが，ワクチンの接種状況である。アメリカでは指
定のワクチンを受けていなければ入学できない。そ
こで，日本の母子手帳を翻訳しそれを HMO プラン
で決定主治医に持っていき承認をお願いした。日本
で万全に準備してきたつもりだが，不足があったた
め，入学が１週間伸びたことを覚えている。小学校
は，朝7時20分から14時までである。放課後は，習
い事など過ごし方は多種多様で私の子供も学校で開
かれている習い事（できる限り経済的な負担がかか
らないもの）に参加した。ダンス，チェス，LEGO
などなんともアメリカらしい習い事である（写真
4）。アメリカではセキュリティーの関係から小学
生は必ず親が送迎しなければならない。したがって，
出勤時間に合わせて私が息子を送り届け，放課後は
家内に迎えをお願いした。長女も待機時期もあった
がプリスクールに通わせることができた。隔日の週
3日間９時から12時まで，１月当たり $900と高額
なものであったが，そこで習ったことは今でも活用
されていて，よかったと思う。
写真４.放課後の LEGO 教室の風景
Ⅶ.家族旅行
　さて，今回の留学において夏と冬に１週間ずつ休
みをいただいた。１年目の夏はグランドキャニオン
国立公園へ，2年目の夏はイエローストーン国立公
園を訪問したので紹介する。サンディエゴからグラ
ンドキャニオンへのルートは，インターステートハ
イウェイ8号を利用して東に進み，US ハイウェイ
85に乗り換え北へ進む。次にインターステートハイ
ウェイ10号に乗り換え東へ進み，フェニックスを通
過するルートが採用される。フェニックスから，セ
ドナを経由して目的地グランドキャニオンを目指す
わけであるが，１日で1,000km 近い移動となるので
9-10時間はかかる。我々は子供が小さいこともあっ
て，フェニックスで一泊して，目的を目指すことと
した。夏の終わりではあったが，外気温は40度以上，
ハイウェイの至る所でタイヤのバースト破片が散ら
ばっており，なかなか緊張感のあるドライブであっ
た。しかしながら，2日目の夕方，グランドキャニ
オンの景色をみたときは，腰の痛みなども忘れ，た
め息が出るほどの絶景に，苦労して（緊張して）よ
くここまで来ることができたと安堵したことを覚え
ている（写真5）。
写真５.グランドキャニオン国立公園
　2年目の夏休みは，イエローストーン国立公園を
訪れた。片道15時間のドライブでの移動を予定した
が，子供ではなく著者自身の体力を考慮して，ソル
トレークシティーまで飛行機で移動して，そこから
インターステートハイウェイ15号線を使って北へ進
み5時間車で移動する方法を選択した。イエロース
トーンは，世界で初めて国立公園として認定された
「イエローストーン国立公園」であり，アメリカ合
衆国のモンタナ州・ワイオミング州・アイダホ州に
またがる総面積8,980km2　もの広大な敷地に地球上
の約半分の温泉，約3分の2もの間欠泉があり，七
色に輝く巨大な温泉など熱水現象による極めて特異
な自然景観を成している。公園を止まらずに車で走
るだけで200 km 以上はあるため，１泊2日（これ
でも短い）の計画で，ポイントを絞って観光をした。
大分県の別府市のような印象であったが，そのス
ケールは断然大きい。イエローストーンの名前の由
来となったロワー滝を見たときは，鉄分の色に基づ
く黄色であるが，日本では観察できないその壮大さ
にまたため息が出たことを覚えている（写真6）。
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写真６.イエローストーン国立公園
　サンディエゴからは自家用車を使った場合，１）
グランドキャニオン―ラスベガスコース，2）イエ
ローストーンコース，そして3）ロサンゼルス―サ
ンフランシスココースが可能であるが，我々は前者
の2つを採用した。それぞれ１週間から10日間を目
安に旅行計画をするようである。
Ⅷ.これから留学を目指す方へ
　これから留学を考えている方へ留学を目指すうえ
での情報を紹介したい。学部を卒業した後の内容に
なるのでその点をご理解いただきたい。大学院以降
のビザの取得に関してはそのほとんどが J1ビザと
なるので，Ⅱ．留学準備を参照して欲しい。学部を
卒業して大学院からの留学を希望する場合は，卒業
研究担当の教授からの推薦状，TOEIC の得点，目
的とする研究分野に基づいた GRE などの専門試験
結果が重要となる。さらには，自分を売り込むため
の抱負（エッセイ）も必要とされる。なお，最近で
は GPA 制度を採用する大学も増えてきているが，
留学の条件として少なくとも GPA3.0以上が必要で
ある。
　スクリプス研究所にも，このハードルをクリアし
て入学してきた日本人留学生がいたが，ディスカッ
ションをするときには，理路整然としていてかつ強
い信念を持っている学生達であった。将来日本に帰
国しても，現地に残ったとしても両方の場で活躍す
るものと確信している。一方，サーフィンや車でア
メリカ横断など余暇の楽しみ方も優秀であったこと
を付け加えたい。大学院留学にはいくつかのハード
ルが必要となるので，在学時から時間を掛けて取り
組む必要があると思われる。
終わりに
　本文は2015-2017初旬の情報をもとに記載したた
め，今後若干異なる部分が生じる可能性があること，
また現在，スクリプス研究所（The Scripps Research 
Institute，略称：TSRI）は，Scripps Research へと
名称が変更されているので，これらの点をご留意願
いたい。これから先，この留学経験をしっかりと本
学に還元していきたいと思う。留学を検討されてい
る先生方および学生は是非私に問い合わせて欲しい。
　本留学を実施するにあたり，推薦を頂いた熊本大
学薬学部 大塚雅巳教授，京都大学エネルギー理工
学研究所 森井孝教授に心より感謝致します。準備
段階で様々な情報とご協力を頂いた（株）ドラッグ
ミユキ上熊本中央薬局 浜崎昭行博士に感謝致しま
す。留学期間中 Janda 研究室で時間を共にした関
一博士，産業技術総合研究所 佐藤俊博士，大阪大
学薬学研究科附属創薬センター 君嶋敦特任助教に
感謝致します。本研究留学を了承していただいた当
時の学部長石丸康二先生，学科長 杉内博幸先生，
事務的なご支援をいただいた齊藤祐一法人事務局長，
そして最終的に本留学を許可していただいた故船津
昭信元理事長に心より御礼を申し上げます。
　本トピックスの執筆に当たりアドバイスを頂きま
したスクリプス研究所クラバット研究室の小笠原大
介博士に感謝するとともに，投稿のご推薦を頂きま
した本学 医学検査学科 野崎周英特任教授に厚く御
礼を申し上げます。
　最後に本留学に際して，準備をしっかりと行って
くれて，さまざまなアクシデントが起きても一緒に
海外生活を送ることを選んでくれた家族に心より感
謝致します。
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